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令和 8 年度 深川市共同募金委員会からのお知らせとお願いについて 
平素より、共同募金運動にご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

北海道共同募金会（以下「道共募」と記載します。）における使途不明金の発生により、赤い羽根

共同募金は、皆様からの信頼を大きく失墜している状況にあります。 

しかしながら、共同募金は、地域福祉活動やボランティア活動等への支援を資金面から支える大

切な仕組みであり、今年度の募金活動は、道共募の再発防止策に取り組みながら１０月１日から開

始されますので、ご理解とご協力をお願い申し上げます。 
なお、現在までに把握できている内容（道共募の公表内容等）と深川市共同募金委員会の今後の

取り組みについて、下記のとおりお知らせいたします。 
 

記 
 

【本事案の経過と概要】 

１．北海道新聞による報道（６月１３日付け） 

「赤い羽根 使途不明１億円 北海道共同募金会事務局長着服か」と報道がされる。 

２．「道共募の使途不明金の発生」記者会見概要（６月１５日） 

〇多額の使途不明金が発覚し、職員による横領が疑われる事案が発生し、その金額は、調査中では

あるが約１億８千万円にのぼる可能性がある。 

〇本事案発覚の発端は、２月１７日に会計責任者である事務局長の所得税法違反嫌疑で、道共募事

務所に国税局による査察が入り会計書類が押収され、３月に預金口座残高と帳簿上の口座残高に

おいて相当額の差異があることが判明した。 

〇例年４月に行なっている市町村等への助成金は、当初予定額の５割を早急に行う。 

３．「令和８年度第２回道共募評議員会」（８月１７日） 

各委員より「市町村各共募として１０月に向けてどう動き出せばよいか苦慮している」、「道民 

への直接の謝罪を早く行うべき」、「不祥事の発生についての原因究明を」、「浄財を扱う法人とし 

ての機能不全を厳しく問う」などの意見が出される。 

また、4月18日には、会計監査を委託していた公認会計士から契約が一方的に解除されたことが

分かった。 

４．「北海道共同募金会での不祥事のお詫びと再生のための取り組みについて」文書発出（８月２４

日付け）※「お詫び」の心が届かない文面であり、事案の解明や具体的な再発防止策の提示には

至っていなく危機感が感じられない内容と感じる。 

５．「道共募において発生した不正事案に関わる記者会見」概要（９月１６日） 

〇冒頭にお詫びと記者会見の趣旨説明 

〇不正を行った元事務局長は、7 月 13 日をもって懲戒解雇処分とした。 

〇監督官庁（札幌市）による特別監査が実施され、その結果に対して 8 月 21 日に「指導事項改善



報告書」を提出。その報告書と道共募が独自に作成した「赤い羽根共同募金運動の信頼回復に向

けた再発防止策について」をホームページ上で公開した。 

〇9 月 11 日、弁護士３名・公認会計士３名の計６名による第三者委員会を設置した。 

日本弁護士連合会が策定した「企業等不祥事における第三者委員会ガイドライン」に準拠し、原 

因調査、長期にわたり不正が発覚しなかった理由、元事務局長の関与の具体的内容と法的責任の 

調査、役員・元役員の責任の有無などを調査するとともに、再発防止策を提言する。 

〇新しく公認会計士３名に決算処理を依頼した結果、新たに７千万円使途不明金があることが判 

明し、使途不明金の合計は約２億５千万円となること。 

（記者会見資料によると、使途不明金について「会計上の仕分けが困難な約２億５千万円が長 

期未収金として貸借対照表上に記載されている。」と表記されている。） 

〇中央共同募金会から「北海道の地域福祉活動に対する緊急助成処置」を受けられることになり、

事務作業を進めている。 

〇現常務理事は８月 31 日退任し、9 月１日新常務理事兼事務局長が着任する。 

〇９月末をもって現監事３名辞任し、10 月以降新たな監事３名着任、会長と副会長３名は再発防

止の状況を見定め交代する 
 

【深川市共同募金委員会における協議】 

令和 8 年度深川市共同募金委員会（市共募）理事会、評議員会開催（9 月 18 日） 
～道共募の不祥事に市共募としてどう対応するか、運動の取り組み方向性等を明らかにする。 

 

理事会、評議員会では、道共募の対応に対する不信感や今後の募金活動に対する心配の声など、

率直なご意見や貴重なご提言をいただきました。 

市共募としては、道共募に対し不祥事の徹底解明を求め、尊い浄財を扱う法人としての意識改革

と責任ある体制刷新を求めていくことを確認しました。 

共同募金運動は、市民一人ひとりの温かいご寄付が福祉の現場を支えていく運動として継承され

てきた大切な仕組みです。 

以上を総合的に判断し、次の３点を基本に今年度は募金活動を進めてまいります。 

 

①街頭募金は、協力していただける方々の安全確保のため休止とします。 

② 学校募金は、児童・生徒への教育的配慮が必要と判断し休止とします。 

③各戸募金、篤志募金、職域募金、こめッちバッジ、歳末助け合い運動の各戸募金、篤志募金は、 

それぞれ目標額を下方修正して引き続き進めてまいります。 

 

 

関係する皆さまには大変ご苦労をおかけいたしますが、 
ご理解とご協力を切にお願いいたします。 

 

 

  

 

 

 



令和８年度 赤い羽根共同募金運動の目標額と募金計画 

【深川市共同募金委員会】 
 
 
１．目 標 額   １，７５０，０００円（前年度目標額：２，８８７，０００円） 

                   （前年度実績額：２，６０５，４８７円） 
 （内 訳）道地域目標額   ８８３，０００円（前年度  ８９７，０００円） 

       （北海道共同募金会が世帯数・人口により設定し委員会に提示された額） 

                 市町村地域目標額 ８６７，０００円（前年度１，９９０，０００円） 

                      （深川市共同募金委員会独自で設定する額。来年度、市町村に配分される額）  
 
２．募 金 計 画 
 

（１）各戸募金        １，０００，０００円（前年度目標額 １，６００，０００円） 
                       （前年度実績額 １，４４７，０４９円） 

      市内の全世帯を対象に、１世帯当たり５００円を目標として、市内協力委員（町内 

   会長）の協力を得て『封筒募金』等により実施します。              

  ① 募金用封筒には「目標額５００円を目処」と表示しますが、募金額は寄付される方の自由意 
志により行われるものでありますので、強制することのないように、また、協力委員には封 
筒募金を実施していただくようお願いします。 
ただし、封筒等が不要と連絡があった町内会へは発送しません。 

  ② 募金用封筒・チラシ・赤い羽根は、１０月１日（木）に各町内会長宅へ発送する予定です。
                             

  ③ 募金は、１０月末日まで（目処）に事務局へお届けしていただくようお願いします。   
                            

（２）街頭募金           ０円（前年度目標額    ６０，０００円） 
                    （前年度実績額    ３６，０４７円） 

      北海道共同募金会における使途不明金の発生により、協力いただく方々の安全確保のため実施し 
ません。 

 
（３）学校募金           ０円（前年度目標額    ６０，０００円） 
                    （前年度実績額    ５６，７１５円） 

      北海道共同募金会における使途不明金の発生により、児童・生徒への教育的配慮が必要なため協 
力を求めません。（全容が解明される前に協力を求めることにはならないと判断します。） 
                               

（４）篤志募金            ６３０，０００円（前年度目標額   １，０８７，０００円） 
                    （前年度実績額      ８９２，８０９円） 

   市内の各法人・商社・団体・各職場等に協力を依頼します。           

   特別委員を委嘱し、委員の中で協力体制の班編成を行い、実施します。 
   また、「こめッち」バッジ（５００個作成）を活用した募金運動の推進を図ります。 
 
（５）職域募金      ５０，０００円（前年度目標額    ８０，０００円） 
                    （前年度実績額    ７３，２０８円） 

       市役所・消防署・市立病院・警察署・北海道・国関係の職場・福祉施設などを訪問し、職員等
を対象に実施します。（市役所以外は募金箱設置） 

 
（６）その他       ７０，０００円（前年度目標額は設定していません） 
                    （前年度実績額    ９９，６５９円） 
   「こめッち」バッジ等の募金を実施します。 
   ５００円以上の募金とし、約半額は製作費、残額は募金として扱われます。 

 


